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[募集対象]  

理工学研究科・情報理工学研究科・生命科学研究科 １～２回生 

[応募期間]  2017年3月24日（金）～5月2日（火）17時 

[選考結果発表]  5月12日（金）17時にCAMPUS WEBで通知 

2017 年度 立命館大学 

インド研究派遣プログラム 

募集要項 
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はじめに 
立命館大学理工系 3 学部・3 研究科（理工学部・理工学研究科、情報理工学部・情報理工学研究科、生命科
学部・生命科学研究科）は、文部科学省「平成 26年度 大学の世界展開力強化事業」に採択されました（2014
年度～2018年度）。 
この構想では、異文化・多様性社会であるインドの大学と相互理解を深め、産学国際協働 PBL

（Problem/Project Based Learning）による学習を中心に行い、真に国際的視野を持った理工系人材を育成し

ます。 

本事業のプログラムの一つとして「インド研究派遣プログラム」を開講します。同分野で研究を進めるイン

ド人教員・学生と共に課題に取り組みます。グローバル化が進む社会・企業で活躍したいという意欲あふれる

みなさん、インドで進める研究は、新たなあなたの第一歩になるはずです。ぜひ、積極的に参加してください。 

１.プログラムの内容                                 

 本プログラムを実施する大学において、PBL の観点で自身の研究分野の調査・研究を行います。PBL を進
めるにあたっては、インドが置かれている社会的状況を理解し、科学技術の側面から解決案を探ります。帰国

後、研究成果については「成果報告会」において報告していただきます。 
① 実施大学 
・インド工科大学ハイデラバード校(IIT-H) 
・ニッテ大学NMAMIT 
・シンビオシス国際大学 
② 派遣先の決定 
研究指導教員等の協力を得て、派遣先大学・研究室を決定します。海外渡航に伴うビザ取得や航空券の手

配は受講生自身が行います。 
③ 派遣期間 

2017年 8月ないし 9月からの１ヵ月（30日）以内とします。期間については、指導教員と相談の上、派
遣先大学の担当教員と調整して、決定してください。 

 

２．募集定員                                     

5名程度 

３．応募資格                                     

（a）理工学研究科、情報理工学研究科、生命科学研究科の１～２回生であること。 
（b）TOEIC®テスト400点以上、TOEFL®PBTテスト435点以上、TOEFLiBT®テスト41点以上のいずれかの要件
を満たすこと。 
（c）将来、国際的なフィールドで活躍したいという強い動機、意欲を有すること。 
（d）最後までプログラムをやり遂げる強い意志を有すること。 
※GRGPにおける留学先として「実施大学」を希望する場合は必ず、本プログラムを申し込んでください。
ただし、必ず参加できるとは限りません。なお、GRGPの学生は、本プログラムへの参加が許可された
後もGRGPのプログラムには引き続き参加してください。 
 ※「RU-IIT-H産学国際協働PBLプログラム」に申し込んでいる方も本プログラムに応募できます。た
だし、応募者多数になった場合、両プログラムとも許可されることはありません。 
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４．費用                                       

（１）大学負担費用 

a) 渡航費（日本－インド往復航空運賃7万円/人まで大学負担） 

b) 現地での宿泊費。大学の寮または近隣のホテルに宿泊します。 

（２）参加者負担費用（10万円程度） 

a) 渡航費（一部負担。4万円程度） 

b) ビザ取得費 

c) 海外旅行保険料 （海外旅行保険料には必ず加入いただきます） 

d) インド渡航時の国内交通費（自宅－関西空港間など） 

e) インドでの食費・移動費 

 

５．単位授与                                     

  単位授与を希望する場合は、帰国後に所属学部事務室にて所定の手続きを取ってください。 
  「海外実習 日誌」の提出は必須です。 
① 認定科目 
研究科 科目名 
理工学研究科 

海外実習 情報理工学研究科 
生命科学研究科 
② 単位認定基準  60時間：2単位 、120時間：4単位 
③ 提出書類    実習報告書、実習日誌 
④ 提出期限    実習終了後 30日以内 

６．応募方法                                      

（１）応募期間など 
・応募期間：2017年 3月 24日（金）～5月 2日（火）17時 ※ 
・提出方法：窓口持参またはメール送信 
・提出先 ：所属学部事務室 
メールアドレス：reinvent@st.ritsumei.ac.jp 
※ 事務室窓口持参の場合は、窓口開室時間内に持参してください。 

 
（２）提出書類（エントリーシート） 
 下記ホームページよりファイルをダウンロードしてお使いください。学部事務室にも用意しています。 

 【立命館大学 世界展開力強化事業ホームページ】 
「トップページ」→「NEWS/アップデート」から「2017年度インド研究派遣プログラムの募集を開始
しました」を参照してください。 

[URL] http://www.ritsumei.ac.jp/reinventindia/  

７．選考結果発表                                    

 5月 12日（金）17時にCAMPUS WEBで通知します。 
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８．奨学金                                     

JASSO（日本学生支援機構）の指定する所定の要件（成績基準と家計基準）を満たした学生には、奨学
金（6万円）を支給します。JASSO奨学金の支給要件は以下のとおりです。 
 【JASSO奨学金支給要件】 
① 以下の計算式で求められる2016年度の成績評価係数が 2.30以上であること。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②以下の家計基準を満たしていること。ただし、以下の基準を満たさない場合でも、個別の事情（兄弟が

私立大学に在学している等）があれば基準を満たしたものと扱われる場合があるので、理工学部事務室に

相談してください。 
 [大学院生] 本人及び配偶者の収入が 486万円未満であること。 
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           派遣先大学の紹介              
 
 
 
■インド工科大学ハイデラバード校 

IIT-H は、インドの理工学系高等教育機関の最高峰であるインド工
科大学（Indian Institute of Technology、IIT）の16校の一つ、ハイ
デラバード校（IIT-H）です。コースは、生体医工学、バイオテクノ
ロジー、土木工学、化学工学、コンピューター科学工学、電気工学、

エンジニアリング工学、物質科学工学、機械工学などがあり、学生数

は現在約 1000名です。 
現地研修で訪問する IITHの新キャンパスは、2015年度に完成した
ばかりで、最新設備の環境で学び、新築の寮に宿泊します。 
また、外務省の調整のもと設置されている「インド工科大学ハイデラバード校支援コンソーシアム」に

は立命館大学も参画しています。 
 
 
■ニッテ大学NMAMIT 
  医学、工学、経営学部等多くのカレッジの一つであり、電子通信工学、

コンピューター科学工学、土木工学、電気電子工学、情報科学工学、バ

イオテクノロジー、機械工学などのコースがあります。 
  2013年度から毎年、理工学研究科では、ニッテ大学の大学院生２名を
受入れて、６ヶ月間の研究インターンシップを実施しています。 
 また、今後は学生の派遣・受入れだけでなく、教員交流なども含め本

学と積極的に連携を展開していく予定です。 
 
 
■シンビオシス国際大学 
  法学、経営学、コンピューター学、健康・生物医学、工学等の学部か

らなる総合大学です。Symbiosis Centre for Information Technologyは、
コンピューター科学工学、電気工学、エンジニアリング化学、物質科学

工学、機械工学などのコースがあります。  
情報理工学部では、シンビオシス国際大学と情報技術分野における研

究交流を積極的に進めています。 
また、2007年度よりシンビオシス国際大学における「海外 IT研修プ
ログラム」を実施し、例年、10 名～30 名の学生を派遣しています。5 週間にわたり英語による講義とプロ
ジェクト型のグループワークを行い、学生が能動的学修を進められるプログラムとして実施しています。 
また、2012 年度から毎年、シンビオシス国際大学の大学院生を 5 名～8 名ほど本学の特別研究学生とし
て受入れ、３ヵ月の研修プログラムを実施しています。 
  
 
 


